
■防災教室～慰霊の日～（１日防災学校） （洞爺湖町）

Point 防災知識を高め、災害発生時の行動力を身に付ける

●学校名 洞爺湖町立洞爺湖温泉小学校

●実施学年 全学年

●ねらい ・１９７８年に発生した泥流の犠牲になった児童の慰霊をする
・有珠山がもたらす恩恵と災害の現実を知り、災害時に適切な行動をするための知識
や気構えをもつ。

●内 容 ３年サイクルＣ年度の内容

○主な活動 □教師等の働きかけ 備考

○自然災害の種類を知ろう
○有珠山の現状について(ハザードマップ)
○災害への備えについて考えよう
○災害時に必要なもの（防災グッズ）
○避難所体験（段ボールベッド等）
○災害備蓄食料について（アルファ米試食）
○噴火遺構見学（旧三恵病院跡）
○火山科学館見学
○噴火について学ぼう

□洞爺湖町総務課自治防災室
の職員による説明・講義

□有珠山火山マイスターの方
の避難所体験談の講義

□有珠山火山マイスターの方
のガイドによる噴火遺構等
の見学

□各学級担任による学習のま
とめ

・総務課自治防災室
の方の協力

・火山マイスターの
方の協力

・町指定の１日防災
学校を兼ねる

●児童の感想

・お米が水なら60分、お湯なら20分で食べられることが分かった。食べてみておいしかった。(１年)
・段ボールベッドは思ったより頑丈にできていた。小さな箱は、収納にもなることを知ってびっくり
した。(３年)

・防災教室で学んだことを生かして、将来、防災士や火山マイスターになって、誰かの命を救ったり、
だれかの役に立ちたいと思った。(６年)

町自治防災室の職員から備蓄食料に
ついての説明を聞いているところ

（低学年）

火山マイスターから旧三恵病院の被
災状況についての説明を聞いている
ところ （高学年）


